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カラマツハラアカハバチの大発生の特徴

昆虫研究室 後藤 忠男

はじめに

　カラマツハラアカハバチ(以下、ハラアカハバ

チ)は、カラマツの重要な食葉性害虫として知られ

ています。このハバチは、北半球の北部に広く生息

し、欧州や北アメリカで大発生を繰り返し甚大な被

害を与えてきましだ（１１)。日本においても、過去に、

北海道、長野県、岩手県で大発生が起きていま

す(9)。さて、東北地方では、1996年頃からハラアカ

ハバチの大発生(写真一1)が岩手県を中心に続い

ています。岩手県における被害面積は1997年には1

万ha以上に達し、それ以降は減少傾向にあるもの

の、1999年度も約4,800haが被害を受けたことが報

告されおり(6)、日本では前例のない大発生になりま

した。ハラアカハバチは壮齢林で大発生しますの

で、長伐期化を進めているカラマツ林業において

は、これから特に注意を払っていかなければならな

い害虫です。この小文では、岩手における調査結果

を織り込みながら、ハラアカハバチの生活やこれま

で明らかにされてきた大発生の特徴について紹介し

たいと思います。

ハラアカハバチの生活

　ハラアカハバチは、幼虫が植物を食べて育つハバ

チというハチの仲間です。基本的には1年1世代の

生活をもっていますが、中には２年で１世代を経過

するものもいます。成虫(写真一2)は岩手県では

７月上旬から８月上旬にかけて現れますが、局所的

には羽化期間はかなり限られるようです。例えば、

標高600mの林分での平成１２年の調査では、羽化が

始まった最初の週(７月１１～１７日)に、全個体の

61%が集中して現れ、次の週には羽化は終了しまし

た。一方、成虫が羽化する時期には、カラマツのこ
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ぶ状の短枝には輪状に葉が密生し(これらの葉を短

枝葉あるいは輪生葉といいます)、新しく伸張した

長枝にも柔らかい葉(長枝葉といいます)をたくさ

んつけています。この長枝と長枝葉に、成虫は卵を

産みつけます。ふ化した幼虫は、大変おもしろいこ

とに、産み付けられた長枝上の葉はほとんど食べま

せん。これは、長枝葉には幼虫の食いつきを阻害す

る物質が含まれているからです（２)。このおかげで、

カラマツは、全部の葉を食べ尽くされずに生き延び

ることができ、食薬害による直接的な枯れは発生し

ないと言われています。幼虫が好むのは短枝上の葉

で、群になって食べて行きます(写真－3)。幼虫

は僅か1ヶ月ほどで5齢の老熟幼虫になり、8月中

旬頃から地面に落下して落葉の中や土の中で繭をつ

くり、その中で幼虫のまま冬を越します(写真－4)。

そして、繭内で9ヶ月にもおよぶ幼虫期間を経て、

ようやく6月頃に蛹になり7月に再び成虫となって

現れてきます。

大発生の特徴

　北海道、長野など、過去にハラアカハバチが大発

生した地域では、古くから植林が積極的に行われ、

広大なカラマツの林が存在します。長野県における

最大の発生は、1975年に始まり、1983年まで8年間

にわたって続きました。同一地区での発生は4～5

年で終息しましたが、終息の2～3年前から個体数

の減少傾向が現れました（１０）。このように、ハラアカ

ハバチの大発生は、その開始から終息までに数世代

を要する典型的な漸進大発生(gradation)のパ

ターンを示します。過去には極めて短期間で大発生

が終息した例も知られていますが（９）、林分単位の正

確な記録はありません。

　ハラアカハバチの大発生のもう一つの特徴は、高

齢林で発生することです。発生が継続すると、次第

に若齢林へも被害が拡大しますが、大発生の期間を

通して高齢林で大発生が起こりやすいことが示され

ています（１）。したがって、この虫の大発生には、広

い面積の高齢林が存在することが前提条件になると

思われます。表－1に、過去の発生記録をまとめて

みました。まだ壮齢林が多くなかったと考えられる

1966年以前を見ますと、ほとんどの場合が単年の発

生か3年～5年の比較的短期の発生で終息し、被害

面積も拡がりをみせていません。例えば、岩手県で

は、過去に1950年から1952年にかけて19ha、1966

年に53haの発生があったに過ぎないのです。カラ

マツの植林歴(5)から判断しますと、1966年当時で

も、ほとんどの林がまだ3齢級以下であり、そのた

め一部の高齢林で大発生しても広範な地域へと拡が

らなかったのではないかと考えられます。

発生地の拡大

　ハラアカハバチの大発生の拡大経過は、長野県と

北海道で詳細に記録されています。それによると、

長野では標高1600mの15～30年生のカラマツ林で始
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まり、標高を下げながら、低地の林へ拡大していっ

たとされます（１０）。北海道の発生でも、初発地は極め

て限られた地域であったことが記録されていま

す（７）。これらのことから、この虫の大発生は複数の

地点で同時に始まるのではなく、発生中心地から次

第に拡がって行く蔓延型という拡大様式であると考

えられます。岩手県の今回の大発生における初発地

については、現時点では明らかではありません。

　長野の発生では、拡大の記録と同時に、定点調査

地において、興味深い資料が得られています。それ

は、調査開始から2～3年後に、それまで被害の無

かった林に突然激害が発生していることです。これ

は、明らかに成虫が集団で移動してきたことを示唆

しています。また、北海道では、被害の拡大の方向

は成虫の出現期の風向と良く一致していることが指

摘され、成虫が風に乗って移動した結果、被害が拡

大していったと考えられています(7)。

大発生の終息

　ハラアカハバチの大発生は、林分単位でみます

と、いつまでも続くものではありません。発生はせ

いぜい4年から5年で終息してしまいます。では、

なにがハラアカハバチの発生を終息させるのでしょ

うか。カナダの北部森林研究センターでは、17年間

にわたって、どのような死亡原因がハラアカハバチ

の個体数を調節しているのか調査してきました。そ

の結果によると、繭の時期の死亡が増えることと成

虫が持つ卵の数が減少することが、大発生を終息へ

と導いていると考えられています（４）。日本でも、同

様のことが当てはまるのか判りませんが、発生地で

は繭の大量死亡やハバチの小型化が観察さ

れています（２、８、１０）。

　繭の中の幼虫は、様々な原因で死亡しま

す。例えば、ヒメバチやヤドリバエによる

寄生、ネズミ類など小型哺乳類による捕

食、コメツキの幼虫など昆虫類による捕

食、昆虫寄生菌類による病死などです。な

かでも、小型哺乳類は繭を大量に捕食し、

重要な死亡要因になっています。北海道、

追分における調査では、捕食率が約90%に

まで上り、大発生を未然に防いだ要因とし

て働いたことが指摘されています(2)。しかし、こう

した小型哺乳類の活動は林床の環境によって左右さ

れる可能性があり、どの林でもその活動を期待でき

るというものではないと言われてます(2)。ヒメバチ

の1種、Olesicampe benefactorは欧州やそれを欧

州から導入したカナダでは、個体数の制御に重要な

役割を果たしています。日本には残念ながらこのヒ

メバチは生息していません。北海道では、かつて、

O.benefactorを導入しましたが定着したかどうか

は分かっていません(3)。表-2には、激害が継続し

ている林分(岩手県)における繭の死亡要因の調査

結果を示しました。2年目に小型哺乳類による捕食

が著しく増加し、病気、寄生蜂による死亡も増加し

ました。しかし、健全繭数は前年と変わらず、ま

だ、ハバチの個体数を減少へと導くまでにはなって

いないようです。

　一方、成虫の卵の数はどうして少なくなったので
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しょうか。一つには、個体数が増え過ぎたため、食

物をめぐる個体の間の競争が激しくなり、十分な量

の食物が得られなくなったことが挙げられます。ま

た、カラマツは食害を受けると翌年の葉の量が減少

することが知られていますので（１）、そのことが競争

をさらに激しくしていると考えられます。同時に、

葉の質の変化が関与していることが十分考えられま

すが、この点については明らかになっていません。

長野では、発生の経過に伴って繭のサイズが小さく

なったことが報告されています（１０）。岩手における発

生でも、繭内幼虫の生体重が被害の経過に伴って大

きく変動しました(図－1)。調査はわずか2年間

ですが、激害が継続したA林分では幼虫の生体重は

急激に減少し、体重の変異の幅も大きくなりまし

た。これは、明らかに餌不足の影響と考えられま

す。一方、前年の激害から微害になったB林分で

は、逆に生体重は増加し、変異の幅も小さくなりま

した。幼虫の生体重の減少は、成虫の小型化をもた

らし、卵の数の減少につながると考えられます。

おわりに

　東北地方における今回の大発生は、戦後の復興造

林や拡大造林で大規模に植林されてきたカラマツが

壮齢期を迎えつつあることが下地になっています。

今後、長伐期化が進めば、ハラアカハバチの発生が

頻発し、被害が長期化することも予想されますの

で、大発生の機構についてさらに研究を進めていく

必要があります。ハラアカハバチの生態について

は、まだ多くの謎が残されています。例えば、①大

発生の終息のしくみについてはわかってきました

が、大発生がどのように始まるのか明らかではあり

ません。また、②高齢林で大発生が起きやすいのは

なぜなのか、③最初の発生が極めて局所的である要

因や、④大発生後の潜伏期間のハバチの生態や生息

地について、どれもまだ明らかにはなっていないの

です。今後、これらの点を明らかにしていくこと

が、大発生を防止する手立てを考える上で必要にな

ると考えられます。
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